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　やたら台風の多い年だった。

　9月 29日（土）、松江で中国四国医師会連合総会があった。分科会の真っ最中に、台風 24号

の影響で翌日の山口線の列車がすべて止まるとの情報が入る。伯備線も止まりそうということで、

チェックインしたばかりのホテルに荷物を取りに戻り、急いで松江～広島の高速バスに乗る。無

事その夜のうちに山口に帰ることが出来たが、1日 8時間近く乗り物に乗ると腰の調子が悪い。

　10月 5日（金）は博多の学会へ。夕方に宿に帰るが台風 25号の接近でどんどん風が強くなっ

てくる。次の日の朝は私でさえ飛ばされそうな強い風。ともかく専門医の必修講習を受けに国際

会議場に向かう。タクシーが風に吹かれてすごく揺れる。後で知ったことだが、近くでトラック

がひっくり返ったそうな。

　帰りの新幹線は運行を見合わせている。取りあえず一番初めに出発しそうなのぞみ号に乗る。

30分くらいで動き始めてやれやれと思ったら、小倉の手前で停止、架線にものがひっかかった

ようだ。結局 1時間以上遅れて新山口駅に着いた。

　7月の終わりにも逆走台風12号に巻き込まれ、飛行機が飛ぶ、飛ばないでやきもきさせられた。

　来年も台風は多いのだろうか？　

（常任理事　中村　　洋）

編集
後記

次の会員がご逝去なさいました。謹んで哀悼の意を表します。

森　信　昭　二　 氏　　下関市医師会　 10 月   9 日　享　年　89

大　谷　　　学　 氏　　 下関市医師会 　 10 月 23日　享　年　82


